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指導案作成の流れ 
 
 

１  指導案の基本 

 
（１）指導案は授業の設計図！ 

   学習指導案は、子どもの「学びたい！」と、教師の「教えたい！」をつなぐツール。したがって、学習指導

案は、「授業づくり設計図（デザイン）」になります。子どもの実態、よさ、各指導の形態の考え方や教育

課程等を踏まえて、「どんな授業を組み立てようとしているのか」、「どんな授業をデザインしようとして

いるのか」を分かりやすく記しましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学習指導案はだれのために書くの？ 
➀「子どもたち」のために書く 

本来、子どもたちは「もっとやりたい」、「できた」、「分かった」という思いを持っている。その思いに応

える授業を展開するためには、計画段階で子どもたちの認知や情緒などを十分に把握した上で、指導

目標や指導内容を明確にすることが大切です。 

 

➁「教師自身」のために書く 

子ども一人一人の姿から題材（単元）の意義や価値を示し、学びの道筋を明らかにしていくことで、

教師自身の思いを整理し授業に対するイメージを明確にもつことにつなげましょう。 

 

➂「参観する人たち」のために書く 

学習指導案を見ることで、参観者は授業者の教育観・指導観・価値観などを知る。そのことが、お互

いの意見交流を生み、力量を高め合うことにつながります。 
 

 

 

 
肥後他（２０１３）特別支援教育の学習指導案と授業研究．ジアース社 

学習指導要領解説総則編「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」で
も、「主体的・対話的で深い学びの授業改善を考えることは単元や題材など内容や時間
のまとまりをどのように構成するかというデザインを考えることに他ならない」と記さ
れているよ。僕らの大切な仕事は「授業をすること」、授業を計画することは「授業を
デザインすること」なんだよ。 
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２  おさえておきたいポイント 
 

（１）自立活動と教科の違いはこれだ！ 
『教科』・・・幼稚園、小学校、中学校又は高等学校に準ずる教育を施すもので、目標・内容は共通。  

『自立活動』･･･障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な知識技能を授

ける。指導内容に順序性はなく、個々の課題に即した指導目標・内容を設定。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

違い１「何を目指すのか」 

各教科や道徳科等 ：【すべての児童生徒】に対して【調和的発達】を目指した指導！ 

自立活動     ：【一人一人の障害の状態】応じて【調和的発達の基盤】を育成す

るために指導！ 
※調和的発達：積極的に社会に参加できる能力の基盤を培う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教科の土台となる力を養うのが自立活動だよ♪ 
 
 
違い２「指導内容の取り扱い」 

 各教科 ：学習指導要領で目標や具体的な指導内容が段階的に示されており、各教

科の指導は系統的に進められるよ。 
      （例：この子は小の２段階だから、この内容を教えよう） 

自立活動：個々の児童生徒の実態を踏まえて、取り上げる必要のある指導内容を構

成する。言い換えると、「オーダーメイド」の教育内容だね。 

教科等 

自立活動 
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（２）自立活動の指導案には『三つの柱を入れなくてよい』のです！！ 
・教科、合わせた指導では、「何ができるようになるか」というキーワードで、授業の目標を考える際に三

つの柱「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性等」で、設定をします。 

・自立活動においてはそうではない。なぜなら、自立活動は三つの柱を支えるための役割となっているか

ら。つまり、三つの柱を習得するために必要な土台を育むための自立活動だからです。子どもが教科等

で学びに向かうためには、自立活動において個々の実態に応じた指導内容および目標設定が必要で

あるため、三つの柱に囚われず、目の前の子どもに必要な目標設定をしていきましょう。 

 

なぜか？ 

→編成要領 P２３ の評価の基準構造の図に「各教科における」と表記があり、指導領域である自立活動は該当しな

いと判断できる。 

→編成要領 P27 の図においても「自立活動（下支えの指導）」と明記されている。 

 

 

 

自立活動の指導案に三観点を入れる、どうなっちゃうの？ 
→自立活動は各教科等の下支えの役割なのに、自立活動で各教科等を教えていることになっちゃう！！ 

例➀：コミュニケーションに課題がある子どもに対して、三観点を入れた自立活動を実施 

     ➡国語科 思・判・表の領域「聞く・話す」の内容と類似！国語の時間にやるべき！ 

例②：身体動作に課題のある子どもに対して、三観点を入れた自立活動を実施 

     ➡体育科 内容「体つくり運動」の内容と類似！体育の時間にやるべき！ 

 

 

（３）主体的・対話的で深い学びの授業改善の視点は入れる？ 
授業を進めていく際に「どのように学ぶか」というキーワードで「主体的・対話的で深い学び」の視点を

持って授業改善を繰り返し、よりよい授業を目指していく。この視点は各教科で学ばれる三つの柱と関連

付けられるため、三つの柱と同様に自立活動では明記しません。 

（授業改善は自立活動においても大切な視点であるため、考え方自体を取り扱わないわけではない） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

三つの柱 
三つの柱を支えるための力を身に付ける。それが自立活動。 



5 
 

（４）自立活動は「主題」です！ 
指導案を作成する際に、「単元」「題材」「主題」のどの名称を使うのか迷ってしまうことがあります。そ

れぞれがどのような意味を持ち、どのように使い分けていくかをおさえておく必要があります。 

 

【単 元】 

学習内容の有機的なまとまりを示すもので、学習に順序性があり、計画から実際の学習の展開、まと 

めを一連の活動として設定しているもの。 

例：「〇〇ランドで遊ぼう」 

➀段ボールで遊ぶ 

➁遊び場づくりを話し合う 

➂段ボールを集める 

④迷路トンネルをつくる 

⑤色を塗る       

⑥迷路トンネルで遊ぶ 

⑦思い出を絵に描く   

⑧片付けをする   

 

【題 材】 

教科における系統性等を背景に持った学習活動の材料を示すもので、教材の一部分であり、学習活 

動の最低のまとまりとして設定しているもの。 

例：「紙遊び」 

➀新聞紙で遊ぼう 

➁新聞紙で森を作ろう 

➂新聞紙で作った動物と遊ぼう 

④紙飛行機で遊ぼう 

⑤いろいろな紙で遊ぼう 
肥後他（２０１３）特別支援教育の学習指導案と授業研究．ジアース社 

 

【主 題】 

指導を行うにあたって、何をねらいとし、どのように教材を活用するかを構想する指導のまとまりを示 

すもの。そのため、特別の教科「道徳」については「主題」を用いることが一般的であり、個々の児童 

生徒のねらいを達成するために指導内容を作成する自立活動についても用いることができる。 

 

例：「身体を動かそう、伝えよう」 

「見て動こう、聞いて動こう」 

「車いすの操作を上達させよう」 

 
埼玉県教育委員会（２０２０）埼玉県特別支援教育課程編成要領（１）特別支援学校編 

【教育課程編成・指導計画作成のための資料】 

 

「導入―計画―準備―実践―まとめ」といっ

た一連の学習が有機的なひとまとまりになり、

子どもたちがつながりのある学習活動を行うこ
とで生活上の課題を解決しているよ。 

遊びそのものを、都度素材を変えて時間

ごとに活動しているよ。 

実践部分の連続で、学習活動の最低の

まとまりとしての「題材」として学習が構成

されているよ。 

指導案を見てみると、主題名自体に「ね

らい」の内容が含まれていることが、よく

見られるよ。 
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３  自立活動の指導案の書き方 
 

 （１）指導案の流れ 

  【個 別】 

   １ 表題 

   ２ 日時・場所、指導者など 

   ３ 主題名 

   ４ 主題設定の理由 

     ➀児童（生徒）観 

       児童（生徒）の実態 

     ➁主題観 

     ➂指導観 

   ５ 主題の目標 

   ６ 指導計画 

   ７ 本時の構成 

     ➀本時の目標 

     ➁展開 

   ８ 本時の評価 

     ➀児童（生徒）の評価 

     ➁教師の評価 

   ９ 備考 

     ➀配置図 

     ➁教材・教具 

     ➂流れ図 

 

 

 

 

 

 

 
埼玉県教育委員会（２０２０）埼玉県特別支援教育課程編成要領（１）特別支援学校編 

【教育課程編成・指導計画作成のための資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 【集 団】 
１  表題 

２  日時・場所、指導者など 

３  主題名 

４  主題設定の理由 

➀児童（生徒）観 

児童（生徒）の実態 

➁主題観 

➂指導観 

５  児童（生徒）の実態 

６  主題の個人目標 

７  指導計画 

８  本時の構成 

 ①本時の目標 

②展開 

９  本時の評価 

   ➀児童（生徒）の評価 

   ➁教師の評価 

１０ 備考 

➀配置図 

➁教材・教具 

➂児童（生徒）の実態・ 

  指導目標・指導内容（表） 
個別では絶対必要！ 

ここでまとめて述べる 

集団で必要。 

一人ずつ流れ図を作るのが本来的だが大変なので… 



7 
 

（２）各項目の書き方 

【４ 主題設定の理由】(個別/集団) 

 指導案の生命線と言える部分であり、本主題に関する児童生徒の実態や意義・価値、目標（ねら

い）、指導観、展望などについて述べる。基本的な構成は下記のようになる。それぞれの記述が一

つの流れとして、筋が通るようにしていく。 

 

 

 
 

①児童（生徒）観 ------------------------------------------------------------- 

児童（生徒）の実態 

学習集団の構成や障害特性、主題に対する興味・関心及び経験などについて記述する。 

→児童生徒の表面上の困難さを捉えるのではなく、困難さの背景（障害の状態及び特性、発達の様

子などから生じている要因）に着目し、課題の本質に迫る。 

→これまでの児童生徒の学びの過程から、できるようになったこと、効果的だった指導方法、児童生

徒の強みについても触れ、児童生徒のよさを活かした主題観や指導観につなげる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

②主題観 ------------------------------------------------------------- 

児童生徒の実態を受けて、本主題を設定した意義や主題の特徴、主題に対する考え方、ねらい及び

ねらいに基づく学習活動などを明確に記述する。 

→児童生徒の課題の本質に対して、なぜその主題を取り上げ困難さにどのように迫っていくかを示す。 

→主題を通して児童生徒の学習又は生活において、どのような効果が期待できるかを示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導者の教育や障害、教材についてどのように考えているかが、表現される部

分なので、特に力を注ぎたい部分だね！ 

 

 

 

 

読んだ後に、子どもの姿を具体的にイメージできると Good な記述になるよ！ 

 

 

 

 

このような実態の児童生徒に対して、このような学習を設定し、このように指導する。 

➀（ 児童（生徒）観）            （②主題観）          （➂指導観） 

誰だろう？ これ A 君だ！ 

教師としての私の考えはこれだっ！！ 

読む前 読んだ後 
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➂指導観 ------------------------------------------------------------- 
児童生徒の実態や主題観との関連から、ねらい達成のために具体的にどのような活動を設定して、

どのように学んでもらうのか等の学習内容を構造化した上で、本主題全体を通しての基本的な展開の

仕方や指導及び支援上配慮していくことを述べる。また、本主題の学習を通して得たことが、児童生徒

の生活の中でどのように反映されていくのかという、期待される発展的な姿を述べる。 

 

 

 

 
埼玉県教育委員会（２０２０）埼玉県特別支援教育課程編成要領（１）特別支援学校編 

【教育課程編成・指導計画作成のための資料】 

肥後他（２０１３）特別支援教育の学習指導案と授業研究．ジアース社 

 

【５ 児童（生徒）の実態】（集団） 

→１０ 備考 ➂児童（生徒）の実態・指導目標・指導内容（表） 

本主題の意義・価値やねらい、学習内容等に関する児童生徒の実態を深く理解する意味から、具体

的な項目、観点を設けて述べる。項目、観点は、本主題で設定した学習内容について、児童生徒の興

味・関心やこれまでの生活経験、学習経験から見た達成の状況などについて述べる。 

   また、個々に応じた指導の手掛かりとなるように、否定的に捉えるのではなく、支援や状況設定によっ

ては、「～する、〇〇の支援でできる。」と肯定的な表現も心掛けたい。児童（生徒）名は A,B,C…の様

に記号で表す。 

    

〈項目、観点例（一部）〉 

・児童生徒名、学年、性別、生活年齢       ・IQ などの検査結果 

・内容に関わる学習経験や生活経験       ・主題全体に関する興味・関心の方向や度合い 

・見方、考え方、感じ方の傾向            ・指導上特に留意しておくべき障害の程度や状態像 

 

 

 

 

 

 

 

 
肥後他（２０１３）特別支援教育の学習指導案と授業研究．ジアース社 

 

 

【５ 主題の目標】（個別） 

【６ 主題の個人目標】（集団） 

→１０ 備考 ➂児童（生徒）の実態・指導目標・指導内容（表） 

教育支援プラン B や年間指導計画を基に、教師の側から見て主題全体を通して期待される児童（生

「〇〇をすることで、～ができるようになる」など具体的な表記を大事にしよう！ 

編成要領では、「生活全般の実態」「主題に関する実態」の枠組みが主に紹介

されているよ。ただし、この枠組みが絶対ではないので、子どもの実態をより表現

しやすい枠組みを使用しよう。 

氏名（記号） 生活全般の実態 主題に関する実態 

A …。 …。 

B …。 …。 
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徒）の変容について、共通する到達目標（集団）と個々の到達目標（個別/集団）を記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
埼玉県教育委員会（２０２０）埼玉県特別支援教育課程編成要領（１）特別支援学校編 

【教育課程編成・指導計画作成のための資料】 

 

 

 

【６ 指導計画】（個別） 

【７ 指導計画】（集団） 

 主題全体の中の指導過程をいくつかに分けて記述する。その際、本時の授業が全体の中でどの位置に

あるのか、時数を分数によって明記する。下記はあくまで一例となるので、指導計画の表記については、

授業の形に合わせて使い分けをする。 

〈例１〉時数 

 指導内容 授業時数 

１ …。 〇〇時間 

２ …。 〇〇時間（本時〇/〇） 

 

〈例２〉時期 

期間 指導内容 

６～７月 …。 

９月～ …。 

 

〈例３〉時期 

月 主な指導内容 

体幹を整える つまむ・握る動作の確立 音韻意識 

６ 

７ 

９ 

 

 

 

  

１０ 

１１ 

１２ 

 

 

 

 

  

 

 

集団においては、（１）共通目標（２）個人目標の順で記述しよう。（２）個人目標

に関しては、教育支援プラン B の目標を併せて示すことで、「本主題に関する目

標」の妥当性を高めているね！ 

氏名（記号） 本主題に関する目標 教育支援プラン B の目標 

A …。 …。 

B …。 …。 

膝立ちボール入れ 

バランスボール 

プットイン課題 

洗濯ばさみ 
ボタン外し 

ファスナー 

かるた 

単語（清音） 

単語（濁音・半濁音） 



10 
 

 

【７ 本時の構成】（個別） 

【８ 本時の構成】（集団） 

①本時の目標 

 ・この授業で何を目指すのか明確にした目標設定をする。 

 ・児童生徒主体の文言で記入する。 

 ・課題は一人一人違うため、目標も一人一人異なることが望ましい。 

 ・目標は少し頑張れば達成できる一歩先の目標設定が望ましい。 

 ・目標は目で見て評価できるような客観的かつ具体的なものにある。 

 

②本時の構成 

 ・学習内容は、児童生徒主体の文言で時系列に順序だてて記述する。 

 ・指導・支援の手立て及び指導上の留意点は、教師主体の文言で記述する。 

〈構成の大枠〉 

（導入） 

・児童生徒の生活（経験）と結びついた内容 

・具体物や経験から活動に結びつきやすい内容 

・学習に対する興味・関心を引き付け、動機づけが十分になされる内容 

（展開） 

・児童生徒が自主的に活動できる内容 

・児童生徒同士や児童生徒と教材・教具などの関わりの場が準備されている内容 

（終末） 

・本時の活動のまとめや、良かった点、頑張った点を振り返り、評価ができる内容 

・本時終了後の生活に活かされる内容 

・次時の活動に対する意欲付けがなされる内容 

 

➂本時の評価 

ア）児童（生徒）評価 

  本時の目標に対する評価を基本としつつ、児童（生徒）の様子や変化を客観的・双方的に評価する。 

  イ）教師の評価 

  ・授業構成の評価：指導手順・時間配当・指導形態など。 

  ・教師による支援：環境設定（人的支援含む）・教材教具の工夫など。 

  ※ア）児童（生徒）の評価を踏まえて行う。 

 

 ・評価の内容は次回の授業や主題に活かし、授業毎に評価、見直しを行う。 

 ・最終的には年間指導計画、個別の指導計画と関連付けてカリキュラムマネジメントが円滑に行われる

よう心がけることが大切。 

 
埼玉県教育委員会（２０２０）埼玉県特別支援教育課程編成要領（１）特別支援学校編 

【教育課程編成・指導計画作成のための資料】 

肥後他（２０１３）特別支援教育の学習指導案と授業研究．ジアース社 
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４  流れ図の書き方 
 

（１）流れ図を作成しよう 

・授業を計画する前に、流れ図を作成しましょう。児童生徒の困り感、目標、アプローチ方法が明確に

なります。作成したら、指導案の最後に添付しましょう。 

・流れ図の作成方法は本手引き『自立活動とは』の章に記載があります。参照してください。 
 

※流れ図データ先【学校フォルダ＞各学部＞総合支援部＞自立活動＞個人シート（簡易版）】 

※指導案用に流れ図（正式）を作成する場合  ＞＞＞＞ 「流れ図様式」を使用 

 

 

 

 

（２）児童（生徒）の実態、指導目標、指導内容表（集団） 

 指導形態が集団の場合にも、一人一人の「流れ図」を作成することが望ましいが、流れ図を基にした下

記の書式でまとめて記入することでも代用できる。下記表に関しては、一例となる。 

 

〈例１〉 

氏名（記号） 実態 指導目標 必要な項目の選定 指導内容 

A     

B     

 

〈例２〉実態を更に詳しく分けた例 

氏名（記号） 実態 指導目標 必要な項目の選定 指導内容 
課題となる表面行動 行動の背景要因 

A      

B      

 

 

 

 

 

 

 

ここまでで指導案についての解説は終わりだよ！自立活動の指導案を書

くのはとっても苦労するけど、完成させるまでの過程でたくさん悩んだ
り、新しい知見を見つけたりと、多くの学びがあるんだ！ 
体裁が悪かったとしても、自立活動に真摯に向き合った姿勢と「ここを

大切にしたんだ！」という熱い思いは必ず文面に現れるよ！ 
そんな素敵な指導案を期待しているよ！！ 


